
　国語Ａでは全ての領域で全国の平均正答率を上回りましたが、国語Ｂでは「話す・
聞く」において全国の平均正答率をやや下回っています。話し手の意図を捉えなが
ら聞く力や、目的・意図に応じて内容の中心を明確にして話す力を伸ばす必要があ
ります。

　算数Ａでは「数と計算」で全国の平均正答率を上回りましたが、他の領域ではほぼ
同じでした。算数Ｂでは「数と計算」「図形」で全国の平均正答率を上回り、昨年の課
題であった領域が大きく改善しました。しかし、「量と測定」「数量関係」でほぼ同じか
下回り、示された条件などを的確に解釈し判断する力を伸ばす必要があります。
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 概 要 美郷町 秋田県 全国

　「物質」「エネルギー」の領域で全国の平
均正答率を上回っています。他の領域も
ほぼ全国の平均正答率と同様です。実験
結果を基に分析し、表現していく力を伸ば
すことが課題となっています。

小学校【理科】

該当問題
なし
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言語事項読むこと書くこと話す・聞く 言語事項読むこと書くこと話す・聞く
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各
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で
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、
４
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の
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査
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了
後
に
自
校
採
点
を
行
い
、
課
題
把
握
と
そ
の
克
服
に
向
け
た
対
策

を
実
施
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法
を
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し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
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を
行
っ
て
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ま
し
た
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査
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果
か
ら
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続
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取
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図
る
こ
と
で
美
郷
町
の
子
ど
も
た
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分
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伸
ば
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
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総 評 中学校【国語Ａ】 中学校【国語B】

　昨年度は全領域で全国の平均正答率を下回っていましたが、今年度は数学Ａの
「資料活用」、数学Ｂの「関数」で全国の平均正答率を上回り、着実に改善が見られま
した。弱点克服に向けた継続的な取り組みの成果といえます。今後も各領域の基礎
的な知識・技能の定着を図りながら、問題解決のために活用していく力を地道に伸
ばしていくことが求められます。

　国語Ａ・Ｂのすべての領域で全国の平均正答率を上回っています。特に国語Ａの
「話す・聞く」「言語事項」、国語Ｂの「話す・聞く」「読むこと」「言語事項」は秋田県の平均
正答率も上回っており、大変良好であるといえます。今後は目的に応じて文章を読
み、内容を整理して書くことを重点にし、一層力を伸ばしていくことが期待されます。

中学校【数学Ａ】 中学校【数学Ｂ】

学 力 調 査 の 結 果  

　理科は全領域で全国の平均正答率を
上回りました。特に「生物」では秋田県の
平均正答率も上回り、他の領域でもほぼ
同様になるなど、大変良好であるといえ
ます。実験・観察を大事にし科学的に考察
する学習過程を重視してきた成果といえ
ます。

中学校【理科】

言語事項読むこと書くこと話す・聞く 言語事項読むこと書くこと話す・聞く
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資料活用関数図形数と式
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地学生物化学物理
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